
海洋生物資源の保存及び管理に関する法律（平成８年法律第７７号）第４条第７項の 

規定に基づき変更した、愛知県の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画を、同条第 

１０項の規定において準用する同条第５項の規定に基づき公表する。 
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愛知県の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画 

 
１ 海洋生物資源の保存及び管理に関する方針 
（１）本県水域は、伊勢湾、三河湾の内湾域と遠州灘に面する渥美外海域から成り、多

様な沿岸性動植物が生息し、昔から魚介類の宝庫、優れた漁場として利用されてき

た。 
本県の水産業は、この豊かな海と都市近郊という恵まれた流通条件を背景として

発展し、総生産こそ全国的には中位程度に位置するものの、個々の魚種では全国一

又は上位を占めるなど、日本の水産業の中で特色ある地位を築いてきた。 
しかし、水産業を取り巻く情勢は、干潟・藻場の減少や赤潮・貧酸素水塊の発生

等による漁場生産力の低下、水産物消費の減少、魚価の低迷、後継者不足と高齢化

等によって、厳しい状況が続いている。 
（２）また、我が国周辺水域における海洋生物資源の水準については、近年、全体とし

ておおむね安定的に推移しているが、低位水準にとどまっている資源や、資源水準

が悪化している資源もみられ、本県海域における海洋生物資源の水準についても、

同様の傾向にある。 
このようなことから、本県としては従来から漁業の管理、資源管理型漁業の推進

等、種々の保存管理措置を行ってきた。その結果、地先資源を主体に幾つかの海洋

生物資源の保存管理が図られるようになってきているが、更に海洋生物資源の適切

な保存及び管理を図るため、海洋生物資源の保存及び管理に関する基本計画により

決定された漁獲可能量及び漁獲努力可能量の都道府県別の数量について適切な管

理措置を行うこととする。 
（３）漁獲可能量制度及び漁獲努力量管理制度を適切に管理し、必要に応じて漁業者等

の指導等実効措置を行うため、第一種特定海洋生物資源の採捕実績及び第二種特定

海洋生物資源に係る操業実績の的確な把握に努めることとする。 
（４）また、漁獲可能量及び漁獲努力可能量について本県に定められた数量に係る管理

を適切に行っていくためには、これら第一種特定海洋生物資源及び第二種特定海洋

生物資源の分布、回遊状況、資源の内容、当該資源を取り巻く環境等についてのよ

り詳細な科学的データや知見の収集、蓄積が必要になるため、愛知県水産試験場を

中心に国及び隣接県との連携の下、関係漁業者の協力を得ながら資源調査体制の充

実強化を図ることとする。 
また、資源管理の充実を図るため、必要に応じて漁業管理措置の強化を図ること



とする。 
（５）第一種特定海洋生物資源及び第二種特定海洋生物資源以外の海洋生物資源につい

ても、適切な管理、合理的な利用を目指して、引き続き資源管理を推進していくこ

ととする。 
（６）海洋生物資源の適切な保存及び管理を図るため、関係漁業者の話合いの場を設け

る等により漁業者等の自主的な資源管理を推進する。 
（７）くろまぐろの保存管理措置を規定する計画は別に定める。 
 
２ 第一種特定海洋生物資源ごとの漁獲可能量について本県に定められた数量に関す

る事項 
  第一種特定海洋生物資源の管理の対象となる期間及び知事管理量は、以下のとおり

である。ただし、くろまぐろの漁獲可能量は別に定めるものとする。 
 

第一種特定 
海洋生物資源 

平成３１年又は令和元年 令和２年 

管理期間 知事 
管理量 管理期間 知事 

管理量 
まあじ １月～１２月 若干 １月～１２月 若干 
まいわし １月～１２月 43,000 トン １月～１２月 50,000 トン 

まさば及びごまさば ７月～翌年６月 若干 ７月～翌年６月 若干 
するめいか ４月～翌年３月 － ４月～翌年３月 －※ 

※ 令和２年のするめいかについては知事管理量を定めないものとする。 
 
３ 第一種特定海洋生物資源知事管理量に関し実施すべき施策に関する事項 
 （まあじ） 

  小型機船底びき網漁業、機船船びき網漁業等については、現状の漁獲努力量を増

加させることがないよう、許可隻数等については現状どおりとし、従来と同様の操

業規制の下で操業することとし、漁獲実績が前年と同程度となるよう努めるものと

する。 
 （まいわし） 
   中型まき網漁業、機船船びき網漁業等については、現状の漁獲努力量を増加させ

ることがないよう、許可隻数等については現状どおりとし、従来と同様の操業規制

の下で操業することとし、この結果、当年の漁獲実績が配分量を超えないよう努め

るものとする。 
 （まさば及びごまさば） 

  中型まき網漁業、機船船びき網漁業等については、現状の漁獲努力量を増加させ

ることがないよう、許可隻数等については現状どおりとし、従来と同様の操業規制

の下で操業することとし、漁獲実績が前年と同程度となるよう努めるものとする。 
（するめいか） 
  小型機船底びき網漁業等については、現状の漁獲努力量を増加させることがない



よう、許可隻数等については現状どおりとし、従来と同様の操業規制の下で操業す

ることとし、漁獲実績が前年と同程度となるように努めるものとする。 
 （くろまぐろ） 
   別に定めるものとする。 
 

４ 第二種特定海洋生物資源ごとの漁獲努力可能量について本県に定められた量に

関する事項 
第二種特定海洋生物資源ごとの漁獲努力可能量のうち本県に定められた量（以下

「知事管理努力量」という。）並びに管理の対象となる採捕の種類に係る海域及び

期間は、次表のとおりである。 
第二種特定海

洋生物資源 
採捕の種類 海 域 期  間 漁獲努力量 

（隻日） 
とらふぐ 小型機船底びき網漁業

（うち手繰第三種漁業で

あってとらふぐを採捕す

るもの及びその他の小型

機船底びき網漁業） 

三河湾 令和２年 
１０月１日から 
１０月３１日まで 

３，２８７ 

小型機船底びき網漁業

（うちその他の小型機船

底びき網漁業） 

伊勢湾 令和２年 
１１月１日から 
１１月３０日まで 

２，６３５ 

 
５ 第二種特定海洋生物資源の漁獲努力可能量について採捕の種類別に定める量に関

する事項 
第二種特定海洋生物資源の知事管理努力量の管理の対象となる採捕の種類に係る

海域及び期間は、次表のとおりとする。 
第二種特定海

洋生物資源 
採捕の種類 海 域 期  間 漁獲努力量 

（隻日） 
とらふぐ 小型機船底びき網漁業の

うちえびけた網漁業及び

まめ板網漁業 

三河湾 令和２年 
１０月１日から 
１０月３１日まで 

３，２８７ 

小型機船底びき網漁業の

うちまめ板網漁業 
伊勢湾 令和２年 

１１月１日から 
１１月３０日まで 

２，６３５ 

 
６ 知事管理努力量に関し実施すべき施策に関する事項 
（とらふぐ） 

伊勢湾、三河湾のとらふぐの資源回復を図るために、「愛知県資源管理指針」に

基づく資源管理措置の着実な実施を推進することとする。 
 
７ その他海洋生物資源の保存及び管理に関する重要事項 
（１）海洋生物資源の保存及び管理を一層推進するために、より詳細かつ正確な資源状



況の把握が必要であることから、漁獲情報を的確に把握する。 
また、海洋生物資源の資源量変動機構や再生産関係の解明とそれに基づく科学的

な資源管理を達成するため、資源に関する調査・研究の充実強化を更に進めること

とする。 
（２）海洋生物資源の保存及び管理を推進するため、小型魚、産卵親魚の保護等に向け

た取組を進めることとする。 
（３）海洋生物資源の有効利用を図るため、漁獲サイズや鮮度保持に配慮し、付加価値

を向上させる等の取組を進めることとする。 


